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▼受付をされる出席者の皆様 ▼毎年恒例の理事・監事によるお出迎えにより、出席者の皆様が入場

　2011年１月６日（木）午前11時30分より、東京都千
代田区九段の「アルカディア市ヶ谷（私学会館）」に
おいて、新春恒例の新年賀詞交歓会を開催した。
　当日は、冷たい北風ながらも好天に恵まれ、会員社
をはじめ、関係官庁、関係団体、来賓、報道の皆様な
ど、合わせて約510名の方々にご参集いただき新年の喜
びをともにわかちあった。
　まず主催者を代表し高井会長が登壇、「今年は協会
創立40周年の節目の年でもあり、ブルーレイ市場の開
拓により、近年続いた厳しい状況から、V字回復へと是
非明るい年にしていきたい」旨の挨拶があった。また

ご来賓の方の挨拶として、経済産業省大臣官房審議官
IT戦略担当（商務情報政策局付）　渡辺信一様、文化庁
長官官房審議官　芝田政之様、警察庁生活安全局生活
経済対策管理官　世取山茂様にご登壇いただいた後、
内閣官房知的財産戦略推進事務局事務局長　近藤賢二
様のご発声で乾杯となった。その後、歓談となり会場
のあちこちで明るい笑い声が響いた。
　中締めには桐畑副会長が登壇し、「次の50周年に向
け力強く進んでいきましょう」との掛け声のもと三本
締めで締めくくり、約１時間半の宴は盛況のうちに幕
を閉じた。

▼挨拶に立つ高井英幸会長

新年賀詞交歓会

2011年ＪＶＡ新年賀詞交歓会　盛大に開催
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▼経済産業省大臣官房審議官IT戦略担当（商務情報政策局付）　渡辺信一様 ▼文化庁長官官房審議官　芝田政之様

▼警察庁生活安全局生活経済対策管理官　世取山茂様 ▼内閣官房知的財産戦略推進事務局事務局長　近藤賢二様

▼司会をお務めいただいたフジテレビの高木広子アナ

▼中締めは桐畑副会長の音頭で三本締め

▼510名の出席者で会場は大いに賑わった

新年賀詞交歓会
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　皆様、新年明けましておめでとうございます。日本映像
ソフト協会会長の高井でございます。本日はお忙しい中、
こんなにもたくさんの方にお越しいただきまして本当に有
難うございます。また各関係省庁の皆様にもお集まりいた
だきまして、心からお礼申し上げます。
　昨年2010年は、我々ビデオソフト業界にとって、ブルー
レイ市場の本格的な立上がりの年となりました。まだ最終
的な集計が終わっておりませんが、2010年のビデオソフト
のメーカー売上は約2700億円程度でほぼ前年並み、もしく
はやや前年を下回る実績であったと推測しております。し
かしながらその厳しい中で、ブルーレイは前年の２倍の市
場に成長してまいりました。ビデオソフト全体の２割近く
を占めるようになってきております。昨年は急速にブルー
レイハードの出荷が伸びてきました。電子情報技術産業協
会の発表によると、昨年１年間ではDVDとブルーレイの
出荷割合ではほぼ７割をブルーレイが占めるようになりま
した。そして、本年はご承知のように、テレビ局がいよい
よアナログからデジタル放送への移行をいたします。これ
に伴い、ブルーレイの再生機能を搭載したビデオレコー
ダーの普及が一段と拡大すると思われます。したがって、
ソフトにおいてもブルーレイに注目が集まることは必至で
あり、市場拡大の大きな機会であると思います。こういっ
た背景を追い風に、ここ数年低迷が続いていたメーカー売
上も、本年を機にV字回復に向かってほしいと期待してお
ります。また我々ソフトメーカーとしても、追い風に乗る
だけではなく、ユーザーの皆さんにブルーレイの魅力を十
分に堪能していただける作品の提供と、発売のタイミング
や有効なプロモーションなど丁寧な市場作りに相当な努力
をする必要があるかと思います。
　一方で、昨年は劇場で3D映画がヒットし、映画に新し

い可能性をもたらしました。ブルーレイ、3D、そして放
送のデジタル化。2000年以降約10年を経て、ようやく本格
的な「映像の21世紀」が始まったと感じております。
　次に、知的財産権擁護の面では、DVDの複製防止技術
である「ＣＳＳ」を回避して行う録画行為が違法となる方
向で検討が進み、いよいよ本年には著作権法や不正競争防
止法の改正が実現する見込みとなっております。協会の長
年の主張がやっと実を結び、念願であった「リッピングソ
フト」の販売にはじめて規制がかかることになります。こ
れは、知的財産戦略推進本部をはじめ文化庁、経済産業省
など、関係各位の皆様にご尽力いただいたおかげであると
感謝いたします。また一方、世界に広がる著作物のオンラ
イン侵害もますます大きな問題となっています。昨年は
「模倣品・海賊版拡散防止条約（ＡＣＴＡ）」が参加国の
間で大筋合意となり、大きな前進がありました。本年も引
き続き、同じ問題を共有する権利者団体や政府機関と連携
し、さらには取り締まりをご担当する警察の引き続きのご
協力をお願い申し上げながら、この問題にしっかり取り組
んでまいりたいと思います。
　最後になりましたが、当協会は４月から一般社団法人へ
と生まれ変わる予定です。そして、本年2011年は協会創立
40周年の節目に当たる年でもあります。40年前、新しい市
場の立ち上げに携わった方々や、その後の市場整備や法的
環境の整備にご尽力いただいた方々に心から敬意を払いつ
つ、これからもより多くの「感動」を世に送り出せるよ
う、業界がひとつになり市場の発展に尽くしてまいりたい
と存じます。会員各社をはじめ関係各位の皆様には、本年
も旧来どおりのご指導・ご支援のほどをお願い申し上げま
して、私の新年の挨拶とさせていただきます。本日は有難
うございました。

高井英幸会長　新年の挨拶
（2011 年 1 月 6 日（木）　新年賀詞交歓会にて）

新年賀詞交歓会
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　第299回定例理事会は、12月７日（火）午後２時より
協会会議室において開催された。議事の要旨は次の通
り。
第１号議案　理事退任の件・・・承認
　　　　　　（退任）原田　健（ジェネオン・ユニバー
　　　　　　サル・エンターテイメントジャパン（同））
第２号議案　一般社団法人への移行による【公益目的支
　　　　　　出計画等】承認の件・・・承認
第３号議案　「第14回ブロードバンド特別講演会」に対
　　　　　　する共催名義使用承認の件・・・承認
第４号議案　「第一回ビデオ屋さん大賞（仮）」に対する
　　　　　　後援名義使用承認の件・・・承認
第５号議案　「平成22年工業統計調査の広報依頼につい
　　　　　　て」に対する協力承認の件・・・承認
第６号議案　2010年下期賞与支給額（案）承認の件
　　　　　　・・・承認
　その他、事務局からの報告事項は次の通り。
2011年度会費算定の件、映像コンテンツデータベース研
究委員会について、2010年下期私的録画補償金分配につ
いて、各部会委員会報告について、2010年10月度ビデオ
ソフト売上速報について、ＤＶＤハードの国内出荷実績
について等。

　新年１月12日（水）、名古屋ホテルキャッスルプラザ
にて中部地区連絡協議会の新年賀詞交歓会が開催され
た。ＪＶＡより後藤事務局長・佐藤業務部長が出席、参
加メーカーは10社16名、計18名の出席となった。
　昨年中に加盟社が３社減ったものの、賀詞交歓会参加
メ－カ－は２社増え、参加者も３名増えるなど、盛況に
開催された。
　市況は相変わらず厳しい中、地域市場の活性化のため
に活動をしていくことを確認し、活発な意見交換・情報
交換を行うなど、盛況な賀詞交歓会となった。
（報告　（株）アニプレックス営業グループ　鈴木信隆氏）

▼乾杯の音頭をとるCDV-Jの世良理事長 ▼中締めの挨拶をする松竹（株）の大角支社長

▼東宝（株）関西支社の高階氏の音頭で乾杯

　１月11日（火）グリーンプラザ大阪において、年始恒
例の関西地区連絡協議会賀詞交歓会が行われた。本年も
各メーカー、在阪の流通各社あわせて約50名の参加者を
集めての開催となった。
　ご挨拶を日本映像ソフト協会　後藤健郎事務局長、関
西地区連代表幹事　髙階秀之氏（東宝（株））より、また
乾杯のご発声を、来賓としてお越し頂いた日本コンパク

トディスク・ビデオレンタル商業組合（CDV-J）理事長
の世良與志雄氏より頂いた。
　パッケージ業界はまだまだ厳しい状況ではあるが、各参
加者は新年年初に懇親を深め、有意義な時間を過ごした。
最後に中締めのご挨拶を松竹株式会社　執行役員関西支社
長　大角正氏より頂き、盛況の内に閉会となった。
（報告　東宝（株）関西支社映像事業部　福田明宏氏）

関西地区連絡協議会　新年賀詞交歓会　開催報告

中部地区連絡協議会
新年賀詞交歓会　開催報告

第299回定例理事会開催報告

地区連絡協議会

THE BOARD OF DIRECTORS理事会



JVA REPORT・2011.1 6

【jmd映像作品データ登録状況～全社推移】
対象発売日：2004年1月1日以降全発売商品
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対象商品：映像全商品
（※含む、音楽、アダルト）
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対象会社：JVA加盟非加盟不問
対象商品：映像全商品
（※含む、音楽、アダルト）
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【jmd映像作品データ登録の推移】
集計対象：2005年8月発売以降
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対象会社：JVA加盟正会員社
対象商品：映像全商品
（※除く、音楽、アダルト）

【集計対象の変更】
2009年11月18日時点まで：JVA正会員社のうち、映像系メーカーのみ集計対象としています。

映像系メーカー：SPE、松竹、WHV、東映、東宝、ハピネット、日活、バンダイ、アミューズ、東北新社、FOX、
SPO、メディアファクトリー、角川、NHK、パラマウント、UPJ、ディズニー
（UPJ社は、2009年11月18日時点ではジェネオン・ユニバーサルのデータを集計）

2010年11月15日時点：JVA正会員社全てのメーカーを集計対象としています。（ポニーキャニオン、VAP等日本レコード協会正会員社分を追加しました。）
　※2010/11/15時点、昨年度の集計対象会社の場合…タイトル数：33,522、作品詳細：31,674（94.5％）、ジャケ写：29,482（87.9％）となります。

　業務部会統計調査委員会（藤浦昭委員長（株）ポニー
キャニオン）は、「ビデオソフト市場規模およびユー
ザー動向調査」を本年度も実施することとした。本調査
は、映像ソフトの市場規模の推計および消費実態を把握
することを目的に2005年から消費者に対してアンケート
調査を実施しているものである（2008年はアンケート調
査はなし）。
　本年の実施内容は前年に倣ったものとし、前年比較が
可能となることを前提としているが、映像ソフトの購入
率が前年より低下することが想定されるため、前年より
も回収サンプルを増やし1200票とすること、ブルーレイ

に対するニーズが高まっていることが予測されることか
ら、ブルーレイの購入者およびレンタル利用者に対する
質問項目を増加させる、等の変更を加えている。調査結
果は2011年４月頃、発表予定。
　本年度調査の実施概要は以下のとおり。

　DVDの販売プロモーションを目的に、映像作品のデー
タベースの蓄積作業の協力を依頼している（株）ジャパン
ミュージックデータ（jmd）より、蓄積作業とその活用
が順調に行われているとの報告がなされた。
　2010年11月現在で、全JVA加盟社の映像作品登録数は
45,000作品を超え、45,091タイトルとなった。2010年度よ
り音楽系メーカーの登録も合算され、全JVA加盟社の登
録作品数が把握できる様になった。作品詳細は93.3％、
ジャケット写真は87.0％が登録されており、映画やテレ
ビドラマ等のみを対象とすると、ほぼ100％近い作品の
入力が行われている。
　この映像データベースは、タワーレコード、HMV
ジャパン、新星堂、星光堂、ビックカメラなどに加え、
楽天、auなどのＥコマースサイト、携帯サイトでも広く
活用されている。
　なお、jmd全体のブルーレイの作品登録数（音楽、ア
ダルト、イメージを含む）は、4,243タイトルとなり、対
前年比202％と大きく伸長している。

調査対象　　　16歳～69歳のネットユーザー
　　　　　　　（ネット調査のバイアスを補正するため、（株）ビデオリサー
　　　　　　　チ社の「ＡＣＲ調査」を用いてデータ補正を行う）
回収目標　　　1,200サンプル
調査実施時期　2011年１月
調査対象期間　2010年１月～12月
調査機関　　　（株）文化科学研究所、（株）ビデオリサーチ

『ビデオソフト市場規模およびユーザー動向調査 2010』を実施

jmd社　2010年11月現在の作品登録状況について

統計調査委員会

データベースシステム研究委員会
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　文化審議会著作権分科会は、法制問題小委員会にワー
キングチームを設置して技術的保護手段に関する審議を
行ってきたが、このほどその「中間まとめ」が公表さ
れ、12月14日から１月７日までの間、それに対する意見
募集が行われた。
　同「中間まとめ」では、「これまでアクセスコント
ロール「技術」（例えば、CSS 等に用いられている暗号
化技術）と整理されてきた「技術」の中には、ライセン
ス契約等に基づいて、コピーコントロールを有効に「機
能」させるための技術として用いられているものがあ
り、こうした保護技術はアクセスコントロール「機能」
とコピーコントロール「機能」とを併せ有するものと評
価でき、著作権法上の技術的保護手段と位置付けること
が適当であると考えられる。」（10頁）としている。
  当協会は、暗号型技術も複製防止又は抑止手段となり
うるものであり、CSSは総合的な複製防止技術であるこ
とを主張してきた。すなわち、CSSは複数の要素技術で
構成される技術であり、以下のとおり、それぞれの要素
技術がDVDビデオの複製を防止又は抑止している。
⑴ DVDビデオ再生機器と録画機器を接続して行う複製
については、擬似シンクパルスやCGMSが複製を防
止又は抑止する。

⑵ DVD/HDD録画機器やパソコンによるbit by bit コ
ピーについては暗号型技術により防止又は抑止す
る。

⑶ モニター出力信号を記録して複製することを防止する
手 段 と し て も 暗 号 型 技 術 が 機 能 し て い る
（HDCP）。

　本「中間まとめ」では、「「暗号型」技術が有するコ
ピーコントロール「機能」は、①正規機器において複製
そのものが行われないようにする、複製の防止という側
面と、②非正規機器を用いるなどして暗号化された著作
物等を複製したとしても当該複製物は復号鍵等が無けれ
ば視聴できない点において意味の無い複製であり、複製
の抑止という側面とがある。」（13頁）として総合的な
複製防止技術であるCSSの機能についての的確な認識が
示されていると思われる。
  ところで、CSSの要素技術である暗号化技術が複製防
止技術であるという有識者の見解はこれまでもあった。
ところが、著作権法２条１項20号の技術的保護手段の定
義規定は、著作権等の侵害を防止又は抑止する手段であ
ることのほか、著作物等の利用に際し機器が特定の反応
をする信号を著作物等とともに記録媒体に記録又は送信

する方式によるものという要件を定めている。そのた
め、たとえ複製防止技術であっても暗号型技術がこの要
件を充足するかという問題があった。
  この点について、「中間まとめ」17頁では「現行の定
義規定中の「方式」の見直しが必要であると考えられ
る。」として、立法的解決の方向性を示している。
　12月27日、当協会は、この意見募集に対して、本中間
まとめの考え方に沿って速やかな法改正を要望する意見
を提出するとともに、当協会のホームページに掲載し
た。その全文は後掲のとおりである。
　なお提出意見のURLは以下のとおり。
http://www.jva-net.or.jp/news/news_101227/opinion.pdf

＜文化庁へ提出した当協会の意見＞
【意見１】「技術的保護手段の見直しに当たっての基本
的考え方」に関する意見
　「文化審議会著作権分科会法制問題小委員会技術的保
護手段に関する中間まとめ」（以下「本中間まとめ」と
いいます。）中、第２章第２節について、以下のとおり
意見を申し述べます。
　「本中間まとめ」は、「当該技術が社会的にどのよう
な機能を果たしているのかとの観点から保護技術を改め
て評価し、複製等の支分権対象となる行為を技術的に制
限する「機能」を有する保護技術については、著作権法
の規制対象とするのが適当であると考える。」（10頁）
としています。
　この考え方は、1998年（平成10年）12月の「著作権審
議会マルチメディア小委員会ワーキンググループ（技術
的保護手段・管理関係）報告書」及び2006年（平成18
年）１月の「文化審議会著作権分科会報告書」が、技術
を複製不能型、複製作業妨害型、使用不能型に分類して
使用不能型技術は支分権を防止又は抑止する手段ではな
いとしたことを改めるものであり、保護技術の実態に即
した適切な考え方であると考えます。
　使用不能型とされる暗号型技術についてみても、その
技術が機器の複製機能を動作させないのであれば複製制
限技術にほかなりません。また、公衆の視聴に供する業
務用の視聴機器での使用を不能とする技術として用いる
とすれば、それは単なる視聴制御技術に留まらず上映権
侵害を防止又は抑止する技術となりえます。
　したがって、暗号型技術は使用不能型の技術でありア
クセスコントロール技術だとする従来の考え方は、本来
様々な目的で用いられうる暗号型技術の実態にそぐわな

文化庁の技術的保護手段回避規制に関する
意見募集に対して、意見を提出

著作権関連
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いと考えます。
　また、著作物等がパソコンで利用されるようになった
デジタル・ネットワーク社会においては、暗号型技術
は、パソコンでの複製を防止又は抑止する有効な技術と
して不可欠の手段となっています。
　にもかかわらず、暗号型技術が技術的保護手段と解さ
れていないため、暗号型技術を回避するツールが蔓延
し、その結果、Ｐ２Ｐソフトを用いたファイル交換や動
画投稿サイトへの無許諾アップロード等により違法複製
されたコンテンツがネット上にあふれるなどの状況が生
まれています。
　暗号型技術は、こうした違法複製・違法流通を防ぐた
めの著作権保護技術として用いられており、その目的や
機能に即して著作権法上の技術的保護手段として位置づ
けることが必要不可欠となっていると考えます。
以上

【意見２】「保護技術の実態とその評価」に関する意見
　「文化審議会著作権分科会法制問題小委員会技術的保
護手段に関する中間まとめ」（以下「本中間まとめ」と
いいます。）中、第２章第２節「３．保護技術の実態と
その評価」について、以下のとおり意見を申し述べま
す。
　「本中間まとめ」12頁では、「保護技術が社会的にど
のような機能をはたしているか」という観点から再評価
し、CSS等の「暗号型」技術が、アクセスコントロール
機能とコピーコントロール機能を合わせ有するものと評
価していますが、実態に即した適切な見解であると考え
ます。
　1998年（平成10年）12月の「著作権審議会マルチメ
ディア小委員会ワーキンググループ（技術的保護手段・
管理関係）報告書」は、CSSを「複製作業は可能であ
り、著作物等の複製物もできるが、そのままでは使用で
きないようにする」使用不能型の技術に分類しました。
　しかし、当協会は、そもそもCSSがカジュアルコピー
防止を目的として開発された総合的複製防止技術であっ
て「アクセスコントロールのみの技術」ではないと主張
してまいりました。それは、技術の実態をみれば、複製
を防止又は抑止する機能を有しているからです。
　CSSで保護されたコンテンツは、正規の機器ではモニ
ター出力信号を記録して複製することができない仕組み
（HDCP）になっています。
　また、正規の録画機器間でもCSSで保護されたコンテ
ンツは複製できない仕組み（擬似シンクパルスや
CGMS）が構築されております。
　そして、DVD/HDD録画機器では市販のDVDビデオに

収録されたコンテンツを内蔵HDDに複製できない仕組み
になっており、その複製を制御している技術は、CSSの
要素技術である暗号型技術です（*１）。
　加えて、これらの仕組みが機能せず万一複製された場
合にも、暗号化のまま複製されたものは正規の機器でも
視聴できませんので、複製を抑止する機能を有していま
す。
　CSSはこれらの要素技術で構築されている総合的なコ
ピーコントロールシステムです。
　実務上の運用をみましても、著作権者は映像パッケー
ジソフトに複製不可の保護技術が用いられているとの前
提で、私的録画補償金制度実施当初から複製権制限の代
償措置である私的録画補償金を要求しておりません。こ
のような事情等から、録画機器や記録媒体に付加される
私的録画補償金は録音より低率になっています。
　本中間まとめの見解は、こうした技術や実務の実態に
沿ったものであり、正当かつ適切な見解であると考えま
す。
以上

【意見３】「技術的保護手段の定義」に関する意見
　「文化審議会著作権分科会法制問題小委員会技術的保
護手段に関する中間まとめ」（以下「本中間まとめ」と
いいます。）中、第３章第１節２について、以下のとお
り意見を申し述べます。
　「本中間まとめ」17頁では、暗号型技術について「著
作物等そのものを暗号化しており、特定の反応をする信
号を著作物等とともに記録媒体に記録又は送信する方式
ではな」いとして現行定義規定中の「方式」の見直しを
必要としています。
　CSSで暗号化されていることを検知して複製を行わな
い反応をする機器もあります（*１）ので、暗号化自体が
「機器が特定の反応をする信号」に該当すると解するこ
とができないわけではないかもしれません。また、「著
作物等とともに」という現行法の文言は著作物自体が特
定の反応をする信号となっている場合を除外する趣旨で
はないと解する余地もないわけではないかもしれませ
ん。
　しかし、現行法は暗号型技術を除外する意図のもとで
作られていますので、暗号型技術が含まれるように技術
的保護手段の方式に関する定義規定を見直すという本中
間まとめの見解は、利用者の予見可能性への配慮という
見地からも適切であると考えます。
　また、機器が特定の反応をする信号を付加する方式以
外にも複製を防止する様々な方式がありえますので、
「方式」に関する定義を見直すことが適切であり、必要

著作権関連
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ビデオレンタル店実態調査

調査対象　㈳日本映像ソフト協会レンタルシステム加盟店のレンタルビデオ店
　　　　　  （ネットレンタル及び自動レンタル機器によるレンタルを除く）
調査時期　　　　2010年６月
調査方法　　　　郵送アンケート方式
調査対象期間　　2009年６月～2010年５月の１年間
調査票送付数　　3,207票
有効回答標本数　607票（有効回答率18.9%）
調査主体　　　　㈳日本映像ソフト協会
集計分析　　　　㈱文化科学研究所
集計機関　　　　㈱ビデオリサーチ

＜調査実施概要＞

ブルーレイレンタルの実施率は83.3%ながら本格化には至らず。

　40坪未満の店舗の平均が前回の21.4坪から19.5坪へと
8.9%の縮小となったことや、レンタル部分面積による店
舗数構成比が、大規模店の割合がやや増加していること
などから、小規模店の淘汰による影響とも見られる。

＜調査結果の概要＞
◎レンタル部分面積の全体平均は増加
　（85.8坪→99.0坪）

図1.映像ソフトレンタル部分面積分布

　前号に引き続き、2010年６月に実施した第24回ビデオ
レンタル店実態調査の結果につき２回目のレポートを掲
載する。
　前号では、廉価貸出キャンペーンが大きく影響し、貸
出数量や会員数は大きく伸長したものの、貸出単価の下
落によってビデオレンタルの月平均売上金額は２年連続
で低下した旨をレポートしたが、今回はブルーレイレン
タルの状況やジャンル別の動向について報告する。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2010年
平均＝99.0坪　N＝564

10.5 41.3 48.2

16.1 47.3 36.62009年
平均＝85.8坪　N＝672

40坪未満 40～100坪未満 100坪以上

著作権関連

であると考えます。
　本中間まとめの考え方に沿って速やかな法改正を要望
いたします。
以上
　
（*１）水沢　勉・片山　儀高両氏の「DVD/HDD レコーダの編集機能と
コピープロテクション技術」（『東芝レビュー』Vol.58 No.6）の47頁左段で
は、以下のように記述されています。
「DVD のコンテンツをHDDにダビングする場合は、DVD のVideo フォー
マットやVideo Recording フォーマットで規定されている著作権にかかわ
るコンテンツの管理情報と，コンテンツ暗号化の有無がCCIとなる。」
<http://www.toshiba.co.jp/tech/review/2003/06/58_06pdf/a12.pdf>
　
●経産省、技術的制限手段規制の
　在り方に関する意見募集を実施
　経産省は、2010年12月22日から2011年１月21日の間、
産業構造審議会知的財産政策部会技術的制限手段に係る
規制の在り方に関する小委員会の「技術的制限手段に係
る不正競争防止法の見直しの方向性について（案）」
（以下「見直しの方向（案）」という。）に関する意見
公募を行った。
  「見直しの方向（案）」では、以下の５つの項目につ
いての審議結果を示している。
⑴ 「のみ要件」の見直しなど技術的制限手段回避装置等
の提供行為に係る民事規定の適正化について

⑵ 技術的制限手段の回避行為に対する規制の在り方につ
いて

⑶ 技術的制限手段の回避サービスの提供行為に対する規
制の在り方について

⑷ 技術的制限手段回避装置等の製造行為に対する規制の
在り方について

⑸ 技術的制限手段回避装置等の提供行為に対する刑事罰
の導入について

⑹ 技術的制限手段回避装置等に対する水際措置の導入に
ついて

  このうち、⑵から⑷については消極的な見解を採って
いるが、⑴については、技術的制限手段の効果を妨げて
当該技術的制限手段により制限されている影像等の実行
又は記録を可能とする機能「のみ」を有する装置やプロ
グラムの提供行為を規制対象としているが、この定義規
定の「のみ」を「専ら」に改める方向性を示している
（７頁）。
  また、⑸の刑事罰の導入については、「刑事的な手当
を講じる必要性が高いと考えられる。」（19頁）とし、
⑹の水際措置については、「水際措置を導入することが
極めて有効であると考えられる。」（23頁）としてい
る。
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　ブルーレイレンタルの実施率は、前年の68.2%から
83.3%に上昇し、VHSレンタルの実施率60.4%を超えるこ
ととなった。しかし、店舗規模によって実施率に大きな
差があり、大規模店では95.9%、中規模店で86.1%と高い
実施率となっているが、経営的に投資が難しいと思われ
る40坪以下の小規模店では25.4%に留まっている。
　実施の状況としては、平均在庫枚数は331枚で前年比
248.9%、月平均貸出枚数は168枚（同300.0%）、月平均
仕入枚数は20枚（同250.0%）となっており、前年比にお
いては各指標とも高い伸長となっているが、月平均の売
上金額は6.0万円（同162.2%）と低く、実質的には本格化
という規模にはまだ至っていない。

ビデオレンタル店実態調査

◎ブルーレイレンタルの実施率は83.3%と上昇するも、
本格的実施には至らない。

　在庫および貸出のジャンル別では、多様なジャンルにわたっているDVDに対し、ブルーレイではリリースされている
ジャンルの種類や在庫整備が進んでいないこともあり、洋画への一極集中状態となっている。

◎多様なジャンルにわたるDVD、洋画への一極集中が目立つブルーレイ

図2.レンタル実施状況

図4.DVDの在庫枚数および貸出枚数のジャンル別割合

図3.レンタル面積別レンタル実施状況

図5.ブルーレイの在庫枚数および貸出枚数のジャンル別割合

表１.ブルーレイレンタルの実施状況

BDレンタル
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違法対策活動

　11、12月度は、静岡県、山梨県、千葉県、沖縄県、福
島県、秋田県、新潟県、茨城県、栃木県、福岡県、山口
県、愛媛県、大阪府、兵庫県、石川県のレンタル店162
店の調査・折衝を実施した。調査結果は、廃業等67店を
除き、実質的に営業をしていた95店のうち、海賊版レン
タル4件（確認枚数1,932枚、回収枚数1,782枚）、セル用
DVDのレンタル転用24件の違法行為が確認された。違
法行為の確認率は29％）となった。
　11月に調査を行った沖縄県では、20店の調査・折衝を
行ったが、実質的に営業していた14店のうち、3店にお
いて海賊版DVDのレンタルを確認した。他県の調査に
おいて海賊版DVDはほとんど確認されないが、沖縄県
ではいまだに散見される実情である。そのほかセル用
DVDのレンタル転用も3店確認され、違法行為の確認率
は43%と高くなっている。
　一方、11月に重点調査を実施した福島県では、25店の
調査・折衝を行ったが、実質的に営業をしていた8店の
うち違法行為は確認されなかった。また12月に重点調査
を実施した山口県でも、41店の調査・折衝を行い、実質
的に営業をしていた20店のうち違法行為は確認されな
かった。

調査状況一覧表

調査地区 セル商品の
レンタル転用

内　訳

許諾店 無許諾 許諾店 確認数廃業等 回収数

海賊版・サンプル版頒布所持

沖縄県
5 2 3

3

茨城県

秋田県

11 3 6

山梨県 31
静岡県 2 1 2

新潟県

20 15 5
1 1
2 2

1

栃木県
1

1

福島県

10 2 9 1

千葉県

2 1
2

福岡県 2

大阪府

山口県
愛媛県

19 1 21
4 1

兵庫県
1

3

1
1

8 1 9
1

石川県

合 計 86 9 67 4

DVD 
1,711枚

DVD 
1,861枚

DVD 
1,782枚

DVD 
1,932枚

DVD 
71枚

DVD 
71枚

24

2010年11月～12月実績
調査店 162店

95店営業店数

4件違法行為 海賊版所持

24件確認件数 セル用商品のレンタル転用

DVD 1,932枚海賊版確認数

0件刑事告訴事件数

0枚警察による海賊版押収本数

29％違法行為確認率

ANTI-PIRACY

沖縄県で海賊版DVD 1,861枚を確認

2011年 重要会議・行事日程

月

理
事
会

そ
の
他

業
務
部
会

幹
事
会

総
合
連
絡

委
員
会

2011/1月 2012/1月2月 3月 4月 5月

休会

休会

27日(木)
16時30分～

新年
賀詞交歓会
6日（木）
11：30分～

休会

休会

新年
賀詞交歓会
6日(金)

11時30分～

懇親
ゴルフコンペ
（予定）

1日(火)
14時～

8日(火)
16時～

24日(木)
16時～

1日(火)
14時～

8日(火)
16時～

24日(木)
16時～

5日(火)
14時～

12日(火)
16時～

28日(木)
16時～

総会
30日(月)
14時～

役員
懇親会
（予定）

10日(火)
14時～

17日(火)
16時～

26日(木)
16時～

6日(火)
14時～

13日(火)
16時～

29日(木)
16時～

10月

4日(火)
14時～

11日(火)
16時～

27日(木)
16時～

11月

1日(火)
14時～

8日(火)
16時～

24日(木)
16時～

12月

6日(火)
14時～

13日(火)
16時～

6月

5月30日(月)
総会
終了後

14日(火)
16時～

30日(木)
16時～

25日（木）
16時

7月

5日(火)
16時30分～

12日(火)
16時～

休会 休会 -

8月

休会

休会

9月

役員懇親
ゴルフコンペ
(予定)
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2010年の米国映像市場の概況リポート 福山　徳昭
㈱メディア開発・綜研客員研究員　ロサンジェルス在住

劇映画市場ホームエンタテインメント販売金額（セル／レンタル計）

カセット DVD デジタル
配信ブルーレイ 合計

※
合計 うちブルーレイ前年比

1999 12.2 98.0
2000 11.4 182.4
2001 10.9 364.4
2002 9.6 685.0
2003 6.9 1,023.3
2004 4.4 1,518.3
2005 2.1 1,656.7
2006 0.4 1,656.6
2007 0.1 1,646.0
2008

※2008年まではHD DVDを含む

0.1 1,407.1

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
1.3
18.0
63.2

2009 ‐ 1,196.4
2010 ‐

1.1
2.4
5.3
8.6
13.1
16.7
18.9
20.2
19.7
18.4
15.8
14.0

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
0.3
0.9
1.5
2.3

0.6
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.8
1.0
1.3
1.6
2.1
2.5

13.9
14.5
16.9
19.0
20.7
21.8
21.7
21.6
21.4
21.0
19.4
18.8

104%
117%
112%
109%
105%
100%
100%
99%
98%
92%
97% 1,250.0

94.8
170.0

販売金額（十億ドル） 出荷枚数（百万枚）
年

（百万ドル） （百万人）

2000 478-3.0%2.9% 1,420.87,661.0 5.39
2001 4824.7%9.8% 1,487.38,412.5 5.66
2002 4786.0%8.8% 1,575.79,155.0 5.81
2003 506-2.8%0.9% 1,532,39,239.7 6.03
2004 551-1.4%1.5% 1,510.59,380.5 6.21
2005 547-8.7%-5.8% 1,379.28,840.5 6.41
2006 6082.0%4.2% 1,406.09,209.5 6.55
2007 631-0.1%4.9% 1,404.69,663.7 6.88
2008 607-4.5%-0.3% 1,341.39,630.6 7.18
2009 5225.3%10.0% 1,412.710,595.5 7.50
2010 -5.9%-0.3% 5291,329.010,565.2 7.95

興収計 動員数 封切数
（本）

平均入場料
（ドル）年

前年比前年比

2010年DVD売上トップ10

2010年劇場興行収入トップ10

◆ホームエンタテインメント―ブルーレイは5割増
　2010年のホームエンタテインメント売上高（ビデオソ
フト／VODを含むデジタルサービスのセル／レンタ
ル）は188億ドルと、6年連続で前年割れ。DVDが主要
収入源という市場構造は変わらないが、2006年のピーク
時から約30％減となり、縮小傾向が続いている。一方ブ
ルーレイは前年から53％増、市場占有率1割を超える23
億ドルを記録、一方デジタル配信は約20％増の25億ドル
となった。　
　その他2010年市場ハイライトは以下の通り。
○ビデオゲーム機などを含むブルーレイ対応ハード売上
台数は1,125万台。現時点での普及台数は2,850万台
○全米約9,000万世帯が、DVD、もしくはブルーレイプ
レイヤーを最低1台保有している。
○ハイビジョン受像機は5,600万世帯が保有している。

◆劇映画興行―師走に勢いが持続せず
　11月最終木曜日の感謝祭まで、前年を上回る勢いで推
移していた劇映画興行も、それ以降はやや息切れし、最
終的には興収が105億6,520万ドルで微減、動員数も前年
から6％減少の13億9,200万人と、2005年レベルに逆戻
り、師走の悪天候も影響したものと思われる。もっとも
2009年末は、興行記録を塗り替えた「アバター」が封切
られており、純粋に2010年の数字を経年で比較するのは
難しいだろう。

参考：ボックスオフィス・モジョ
　　　デジタル・エンターテイメント・グループ（DEG）
　　　The Numbers
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東映㈱映像本部ビデオ営業部部長代理　小林直樹氏からのご紹介

「恥ずかしいですが‥」

●山内　康祐　氏

　新年あけましておめでとうございます。
　今年でディズニーへ入社以来19年目、ビデオの業界に関
わって早30年近くになりました。昨今加速度的に環境は変
化していますし、パッケージビジネスに軸足を置いてみます
と厳しい状況が続いています。これらの変化に対応すべくも
がく日々ですが、このような刺激的な業界の中に私の様な者
が身を置き続ける事ができて来たのも偏に周囲の皆様の支
えのおかげだと本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
　さて、今回は普段あまりお話しすることも出来ない私の
「おたく」話について書かせていただきます。もし興味をお
持ちの方がおられましたら是非お声かけいただければ幸い
です！
　恥ずかしいですが実はかなりの「ギターおたく」です。
　子供の頃「エレキの若大将」（1965）を見てから頭が
ショートしてしまったようです。（ゴルフでもコースやスイング
よりもクラブのスペックが気になる性格です。）
　古い時代の個体が好きなのですが、アコースティックです
と1930年代から1960年代の物、エレクトリックですと1950
年代後半からやはり1960年半ばのものが好きですし一般的
な評価も高いようです。この時代に造られた物は現代の音
楽にも対応できる事と現在では入手困難な材料を贅沢に使
い、大量に売れなかった時代のためか丁寧につくられている
ものが多いようです。今でも、ろくに弾けもしないのに10本
程のギターに囲まれて暮らしています。（ピアノだと場所を取
りすぎますし、ヴァイオリンだと高価過ぎます。ギターはちょ
うど良いですかね？）

　大部分が木で造られているため同じモデルでも１本毎違
う表情をしているところがたまらないです。世界中にギター
好きは多数存在するのですが何故かギターコレクターは男
性のみだそうです。不思議ですね。
　年代毎のスペックの変遷を調べるのも大好きで多数の書
籍やカタログ等も所有しています。これで例えば「バック・ト
ウ・ザ・フューチャー」（1985）でマイケル・Ｊ・フォックスが
1955年にタイムスリップしたのに「弾いているのはGibsonの
ES-345TDというモデルで、これは1959年発売でしかも
1961年以降のショートピックガード仕様だ！」などとひとり薀
蓄を楽しんでいます。（さらに言えばジョニーBグッドを演奏
する時「キーはBで」と言って始めますが実際はB♭です。）
　上記２作以外にも「ギターおたく」としてたまらなく好きな
映画作品としては「クロスロード」（1987）「ハイ・フィデリ
ティ」（2001）「スクール・オブ・ロック」（2004）などがあり
ます。
　最近はネットオークションでも古いパーツやカタログ等を
「宝探し」するようにもなり「おたく」の幅もグッと拡がって
来ています。
　だんだん書いていて恥ずかしくなって来ましたのでこの辺
りで止めたいと思いますが、「おたく」と言う言葉では表現
しきれない程に尊敬する先輩でありますアニプレックスの鈴
木信隆さんを次に御紹介させていただいて私のエッセイを
リレーしたいと思います。
　それでは鈴木さんお願い致します！

（ウォルト・ディズニー・ジャパン㈱　ディズニースタジオホームエンターテイメント
　リテール セールス エグゼクティブ ディレクター）　

▼日誌に見る協会の動き
【12月】
 ２日 マーケティング委員会
 中国地区連絡協議会（～3日）
 ７日 理事会
 ＣＯＤＡ理事会
 ８日 東北地区連絡協議会（～9日）
１０日 業務使用対策委員会 

１４日 総合連絡委員会 
１５日 ＡＣＡ企画広報部会 
１７日 統計調査委員会 
２０日 著作権部会 
２１日 統計担当者説明会
28日 仕事納め

【１月】
 4日 仕事初め 
 ６日 新年賀詞交歓会 
１１日 関西地区連絡協議会新年会
１２日 中部地区連絡協議会新年会
１３日 広報委員会
１４日 キャンペーン小委員会 

２０日 消費者委員会
２1日 業務使用対策委員会 
２７日 業務部会幹事会 
２８日 ＡＣＡ企画広報部会

リレーエッセイ 87
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統 計

DVDビデオ月間売上金額推移

ブルーレイ月間売上金額推移
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11　　月　　　実　　　績　（金額単位：百万円　数量単位：千本・千枚） 1　月　～　11　月　の　累　計

金　額 構成比 前年
同月比 数　量 構成比 前年

同月比 新作数 金　額 構成比 前年
同期比 数　量 構成比 前年

同期比 新作数 前年
同期比

前年
同月比

売上金額の
増減社数

増 15社
減 16社
そ の 他 0社

増 1社
減 1社
そ の 他 0社

DVDビデオ 19,446

60

7,400

80

1,072 192,36978.2% 90.9% 84.6% 93.7% 82.9%60.0% 66,87286.4% 11,52686.5% 91.5% 85.6%

2 2 2 8750.0%UMD 0.0% ERR 0.0% ERR 780.0% 22.9% 630.1% 27.1% 72.4%

販売用 12,180 120,17662.6% 98.8% 55.6% 62.5%82.7% 445

0

51.3%4,114 40,02887.5% 59.9% 90.8% 5,766 84.8%
レンタル店用 7,206 3,206 71,23237.1% 80.5% 43.3% 37.0%115.1% 627 70.8% 26,21484.3% 39.2% 91.5% 5,680 86.6%

業務用 9610.3% 50.8% 1.1% 0.5%58.2% 0.0% 630144.9% 0.9% 176.4% 80 75.5%

増 15社
減 8社
そ の 他 4社

ブルーレイ 5,434

4

1,346

1

227 39,72821.8% 165.2% 15.4% 190.5% 17.1%159.9% 10,328198.9% 1,77013.4% 237.3% 154.2%

販売用 5,073 37,72393.4% 164.2% 84.2% 95.0%181.5% 148

0

123.3%1,133 9,048202.3% 87.6% 235.9% 1,436 157.3%
レンタル店用 357 211 1,9506.6% 178.5% 15.7% 4.9%257.4% 79 359.1% 1,267147.5% 12.3% 246.0% 334 142.1%

業務用 550.1% ERR 0.1% 0.1%9,786.7% ERR 14916.7% 0.1% 609.1% 0 ERR

24,882 8,747 1,301 232,184100.0% 100.8% 100.0% 101.7% 67.3% 77,278100.0% 95.6% 13,359100.0% 99.4% 90.9%合　　計

◎今月の売上報告社数……31社（＊前年同月の報告社数：32社）　無回答社……2社　◎売上金額の増減社数……前年同月との比較。その他とは増減なし、または前年同月の報告がない場合
◎ＤＶＤビデオおよびブルーレイの新作数の「業務用」には不明分を含む。また「レベニューシェアリング」用の作品数は新作数の合計値から除いている。
◎2010年調査よりビデオカセットを調査対象外とした。そのためビデオソフトの合計値の前年同月比、前年同期比の算出には、当該期のビデオカセットの実績を除いた数値を用いている。
◎累計値には、1月～6月の数値として、2010年上半期調査による数値（統計報告書Vol.70）を用いている。

2010年11月度
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